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NO3094 第 32 回例会

例 会 案 内 例会案内「5 月～ 6 月」

出 席 報 告

宮澤幹事

担 当 ： 会 長 ・ 幹 事

委 員 会 報 告

５月１２日例会

都 市 連 合 会

https://mypage.fukanavi.com/rotary/

木村喜芳会長エレクト

前例会幹事報告

ス マ イ ル Ｂ Ｏ Ｘ

■■■■■■■会員誕生■■■■■■
寺島康宏会員　昭和 49 年 5 月 21 日
廣上晃士会員　昭和 51 年 5 月 11 日
宮岸徹二会員　昭和 22 年 5 月 25
■■■■■■■創立記念■■■■■■
樋口孝志会員　昭和 51 年 5 月 1 日
宮岸徹二会員　明治 27 年 5 月 1 日

５
月
の
会
員
祝

ＲＩ第 2510 地区第１グループ 深川ロータリークラブ

よいことの
　ために
　　手を取りあおう

FukagawaRotaryClub

次年度の役員対象のクラブ協議会を、5月19日（火
曜日）に予定してます。時間は 6 時半とか 7 時を
考えていますが、正式な案内は後ほどご連絡いた
します。役員・理事の方はできるだけ出席をお願
いいたします。

■赤平 RC 会報・滝川 RC、芦別 RC 例会案内・会報
■ IM 記念ゴルフコンペのお知らせ

●伊東会長　今月も宜しく
●大西祥太 P 会長　早退
●轡田 PAG　欠席
●宮岸会員　誕生日

●遠藤会員　妻の誕生
●廣上会員　誕生日
●樋口会員　創立記念

　伊藤会長報告　本日は地区研修協議会報告
ということで木村喜芳会長エレクトの担当と
なっております。よろしくお願いいたします。
１７日は羽幌でのＩＭで 宮澤幹事、清水副
幹事が運転手をしていただきます。
　皆様はＧＷはいかがお過ごしでしたでしょ
うか？私は富士山が見える河口湖へ行ってま
いりました。着いた日が曇りでしたが翌日は
晴れて綺麗に神々しい富士山に雪がかぶって
いる姿が見えました。昔、ボーイスカウトの
ジャンボリーで成田会員、宮岸会員と行って
いましたが雪がなかったので高いだけの山し
か記憶がなかった。今回はすごく綺麗な富士
山を見ることができました。

（日）

月  　　 日
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■例会日　毎週火曜日

■姉妹クラブ　南海ＲＣ（韓国）

■第２５１０地区第１グループ

例
会
運
営
委
員
会

深
川
Ｒ
Ｃ

　

今
年
度
の
地
区
研
修
協
議
会
は
、
例

年
の
よ
う
に
多
く
の
委
員
長
や
財
団
関

係
者
が
参
加
す
る
形
式
で
は
な
く
、
会

長
・
幹
事
の
み
を
対
象
と
し
た
コ
ン
パ

ク
ト
な
形
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
土
曜

日
の
昼
か
ら
始
ま
り
、
最
初
に
古
野
重

幸
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
よ
り
、
次
年
度

の
方
針
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

古
野
ガ
バ
ナ
ー
は
１
９
７
４
〜
７
５
年

に
ロ
ー
タ
リ
ー
青
少
年
交
換
学
生
と
し
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
１
年
間
留
学
さ
れ
、
高

校
生
活
の
一
部
を
海
外
で
過
ご
さ
れ
た
経

験
を
持
ち
ま
す
。
お
父
様
が
ロ
ー
タ
リ
ア

ン
で
、
そ
の
勧
め
も
あ
っ
て
留
学
を
決
意

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
早
稲
田
大
学

を
卒
業
後
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
勤
務
し
、

１
９
８
０
年
代
の
日
米
貿
易
摩
擦
が
激
化

す
る
中
、
ア
メ
リ
カ
と
の
交
渉
に
携
わ
っ

た
２
名
の
代
表
の
う
ち
の
１
人
と
し
て
活

躍
さ
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
車
へ
の
反
発
が
強
く
、
車
が
燃
や
さ
れ

る
よ
う
な
厳
し
い
時
代
に
、
最
前
線
で
対

応
さ
れ
た
貴
重
な
経
験
を
お
持
ち
で
す
。 

　

そ
の
後
、
お
父
様
の
ご
逝
去
を
機
に
家
業

で
あ
る
自
動
ド
ア
関
連
企
業
に
入
り
、
現
在

の
フ
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社
と
し
て
事
業
を
発

展
さ
せ
ま
し
た
。
自
動
ド
ア
と
聞
く
と
玄
関

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
工
場
の
冷
凍

庫
用
ド
ア
や
防
犯
機
能
付
き
ド
ア
な
ど
、
多

様
な
分
野
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

 　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「D

iscover Your 
Joy 　

in Rotary

」。
ロ
ー
タ
リ
ー
に
参
加

す
る
喜
び
を
見
出
し
、
そ
れ
を
価
値
や
目

的
と
し
て
捉
え
よ
う
と
い
う
呼
び
か
け
で

す
。
例
会
で
の
出
会
い
や
友
情
が
人
生
を

豊
か
に
す
る
と
い
う
話
が
あ
り
、
ロ
ー
タ

リ
ー
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ
る
内
容
で
し

た
。
伊
藤
会
長
が
成
田
先
生
や
宮
岸
さ
ん

と
富
士
山
へ
行
か
れ
た
と
い
う
お
話
を
聞

き
、
長
い
友
情
が
ロ
ー
タ
リ
ー
の
中
で

育
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。 

　

地
区
の
重
点
事
項
と
し
て
は
、
ク
ラ
ブ

基
盤
の
強
化
、
特
に
会
員
増
強
（
純
増

１
５
０
名
、
女
性
会
員
の
増
加
）、
奉
仕

活
動
の
推
進
、
公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
深
川
ク
ラ
ブ
で
も

遠
藤
委
員
長
を
中
心
に
、
新
た
な
社
会

奉
仕
・
青
少
年
奉
仕
の
事
業
を
模
索
し

て
お
り
、
地
域
に
求
め
ら
れ
る
活
動
を
継

続
し
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 　

続
い
て
福
井
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
よ
り

「
ク
ラ
ブ
会
長
の
役
割
と
責
務
」
に
つ
い

て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
で

は
事
前
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
義
務
化
さ

れ
、
会
長
の
基
本
を
１
０
講
座
ほ
ど
学
ぶ

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
会
長
の
資
格
と
し

て
、
リ
ー
ダ
ー
性
、
活
動
に
時
間
を
割
け
る

こ
と
、
委
員
長
や
幹
事
経
験
、
定
款
の
理

解
、
地
区
大
会
等
へ
の
参
加
経
験
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。
ロ
ー
タ
リ
ー
が
１
０
０
年

以
上
続
い
て
き
た
理
由
と
し
て
、
四
つ
の

テ
ス
ト
や
奉
仕
・
親
睦
・
多
様
性
・
高
潔

性
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
っ
た
価
値
観
を

守
り
続
け
て
き
た
点
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

 　

会
長
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
者
の
よ

う
に
、
最
前
で
方
向
性
を
示
し
、
メ
ン

バ
ー
の
力
を
引
き
出
す
存
在
で
あ
る
と
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
幹
事
は
コ
ン
サ
ー
ト
マ

ス
タ
ー
と
し
て
、
指
揮
者
と
奏
者
を
つ
な

ぎ
、
実
務
を
整
え
る
役
割
と
さ
れ
、
清
水
幹

事
に
重
な
る
部
分
も
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

　

分
科
会
で
は
大
西
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
の

グ
ル
ー
プ
に
入
り
、
各
ク
ラ
ブ
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
次
年
度
地
区
大

会
は
１
０
月
１
１
日
、
札
幌
の
カ
ナ
モ

ト
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
茂
木
健
一
郎

氏
に
よ
る
「
脳
科
学
か
ら
見
る
Ａ
Ｉ
の

未
来
」
の
講
演
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 　

翌
日
は
危
機
管
理
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ

れ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
は
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
で

構
成
さ
れ
る
た
め
、
高
い
道
徳
性
と
社
会

的
責
任
が
求
め
ら
れ
る
と
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
交
通
災
害
、
自
然
災
害
、
事
故
、
病

気
、
暴
力
行
為
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
個
人
情

報
漏
洩
な
ど
、
好
ま
し
く
な
い
事
態
す
べ

て
が
危
機
管
理
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 　

地
区
補
助
金
の
事
例
紹
介
で
は
、
室
蘭

ク
ラ
ブ
の
海
洋
ご
み
収
集
体
験
、
室
蘭
東

ク
ラ
ブ
の
能
登
半
島
地
震
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
、
留
萌
ク
ラ
ブ
の
走
り
方
講
習
会
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
コ
ン

川
流
域
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
教
育
支
援
の
グ

ロ
ー
バ
ル
補
助
金
事
業
も
報
告
さ
れ
、
参

加
学
生
の
体
験
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

 　

米
山
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
戦
後
の
反
日
感
情

の
中
で
「
本
当
の
日
本
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
米
山
奨
学
事
業
が
始

ま
っ
た
歴
史
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
世
話
ク
ラ

ブ
制
度
に
よ
る
交
流
の
重
要
性
が
強
調
さ

れ
、
留
学
生
か
ら
の
発
表
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

木村喜芳会長エレクト　地区研修協議会について


